
  

弁理士・工学博士　　望月孝道

望月特許商標事務所

www.ko-ok.jp
www.mopat.jp

）によるＯ脚矯正

〒658-0072
神戸市東灘区岡本１丁目５ー１４　第２伸幸ビル３Ｆ

TEL 078-435-5577   FAX 078-435-5594

平成２８年（２０１６）３月２８日

１．Ｏ脚の矯正には、押しピース（パッド）が必要です。

２．Ｏ脚の度合が大きくなる（FTAで ７°以上大きくなる）と

　　　　装具の補強材（フレーム）を曲げる必要性が生じます。

３．補強材（フレーム）を曲げる場合は、型紙を作成願います。
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Ｏ脚の矯正には、押しピース（パッド）が必要です。
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Ｏ脚の度合が大きくなる（FTAで ７°以上大きくなる）と
　装具の補強材（フレーム）を曲げる必要性が生じます。

Ｏ脚の度合が大きくなると、装具の補強材（フ
レーム）を曲げる必要が出てきます。

膝の回転部分に 「はと目型回転機構」 が接触し
てしまい、肌を痛めるからです。

個人差はありますが、FTA（膝外側角）で、７° 前
後大きくなった状態です。

FTA（膝外側角）で、７° 大きくなるとは、膝から下

の脚の長さが 40 cm の場合、立った姿勢で左
右足のくるぶしを合わせたときに両膝間にできる
隙間が、4.9 cm 大きくなる状態をいいます。
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補強材（フレーム）を曲げる場合は、型紙を作成願います。
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